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友達に自分の考えを素直に言えますか？（令和２年６月号） 

西郷どんの教えその１７ 

 

日本の幕末、維新の社会は、「攘夷」を掲げ新しい国づくりを目指した志士たちによって生

まれた。けっして黒船の来航等、諸外国の強大に屈したわけではなく、国民の先覚者と有識

者が「国をもって斃
たお

るる精神」を奮い起こして外国に対したからである。「攘夷」とはただの

排外主義ではなかった。自ら正道を踏み、民族的誇りを持つと同時に「敵の武器を奪ってわ

が武器とする抵抗運動であった。」と、西郷さんは言う。 

 

正しいことを行い、相手を思いやる心がなければ、友達を良い方向に導くことはできない。

友達を怖がり、ただ、仲良くすることだけを考えて、自分の考えを曲げたり、言わなかった

りして付き合うようでは、よい学校やクラスをつくるどころか、友達関係は崩れ、最後には

学校やクラスが壊れていくことにつながっていく。 

 

「仲良しだけじゃだめ。お互いに良い方向に進んでいるかが大事」 


